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解 答
① Ｃ ８ ６ １：２：４ １６□１ 唄 欝 蔚 鰻 姥バネ おもり

塩化ナトリウム ４：３ １０ １.５ １２□２ 唄 欝 蔚 鰻 姥

え う き お う い う□３ 唄 欝 蔚(a) (b) Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

他の花の花粉がつくのを防ぐため。 ア，イ，エ，キ う，え，お，き鰻 姥① ②

あ い イ い あ□４ 唄 欝 蔚 鰻グラフ 影響

解 説
使ったバネは，伸びやすい（弱い）順に①→②→③，おもりは軽い順にＡ→Ｂ→Ｃです。図１で，バネの伸び□１ 唄

の

が最も小さい組み合わせは，最も強いバネ③に最も軽いおもりＡをつり下げたときで，伸びは１㎝です。バネの

伸びが最も大きい組み合わせは，最も弱いバネ①に最も重いおもりＣをつり下げたときで，伸びは１２㎝です。

図２で，バネの伸びの合計が最も大きい組み合わせは，弱いバネ①・②に最も重いおもりＣをつり下げたとき欝

で，伸びは２０㎝です。 から，バネ①におもりＣをつり下げたときの伸びは１２㎝なので，バネ②におもりＣ唄

をつり下げたときの伸びは８㎝です。

図３で，３本のバネの伸びの合計が最も小さくなるのは最も軽いおもりＡをつり下げたときです。図２で，バ蔚

ネの伸びの合計が最も小さい組み合わせは，強いバネ②・③に最も軽いおもりＡをつり下げたときで，伸びの合

計は３㎝です。また，バネ③におもりＡをつり下げたときの伸びは１㎝なので，バネ②におもりＡをつり下げた

ときの伸びは２㎝です。 から，おもりＣをバネ①・②につり下げたときの伸びの比は３：２（＝１２：８）な欝

ので，バネ①におもりＡをつり下げたときの伸びは３㎝です。したがって，３本のバネの伸びの合計は，６㎝

（３＋２＋１）です。

バネ②におもりＡをつり下げると２㎝，おもりＣをつり下げると８㎝伸びるので，おもりＢをつり下げると４鰻

㎝（１４－２－８）伸びます。伸びの比＝おもりの重さの比なので，重さの比はおもりＡ：おもりＢ：おもりＣ

＝２：４：８＝１：２：４になります。

図５で，バネの伸びの合計が最も小さくなるようにするには，バネは上から順に強いバネを，おもりは上から姥

順に重いおもりをつり下げます。それぞれのバネの伸びは，バネ③は７㎝（１＋２＋４ ，バネ②は６㎝（２＋）

４ ，バネ①は３㎝なので，バネの伸びの合計は，１６㎝（７＋６＋３）です。）

水酸化ナトリウム水溶液と塩酸の反応は中和反応で，塩化ナトリウム（食塩）と水ができます。□２ 唄
すいようえき

水酸化ナトリウム水溶液５５mlと塩酸１５mlを反応させたときに残った固体６.５ｇには，水酸化ナトリウム欝

が３.５ｇふくまれていたので，できた塩化ナトリウムは３.０ｇ（６.５－３.５）です。また，表から水酸化ナ

トリウム水溶液が３０mlになるまでは，残った固体の量が比例しているので，水酸化ナトリウムがすべて反応し

て残っていないことになります。水酸化ナトリウム水溶液２０mlと塩酸５０mlのとき，残った固体はすべて塩化

ナトリウム３.０ｇとわかり，水酸化ナトリウム水溶液２０mlと塩酸１５ mlが完全中和しているので，体積比は

４：３になります。

で，水酸化ナトリウム水溶液５５－２０＝３５ml（３５ｇ）に，水酸化ナトリウムが３.５ｇふくまれてい蔚 欝

たので，濃度は１０％（３.５÷３５×１００）です。
のう ど

１０％の水酸化ナトリウム水溶液２０mlに，水酸化ナトリウムは２.０ｇ（２０×０.１）ふくまれているので，鰻

水酸化ナトリウム１ｇが塩酸と完全に反応したときは，塩化ナトリウムが１.５ｇ（１×３÷２）できます。

１０％の水酸化ナトリウム水溶液２０ml（２０ｇ）中に溶けている水酸化ナトリウム２.０ｇと，塩酸１５ml姥
と

（１５ｇ）中に溶けている塩化水素が反応して，塩化ナトリウム３.０ｇと水０.８ｇができるので，塩酸１５ml

に溶けている塩化水素は，１.８ｇ（３.０＋０.８－２.０）です。したがって，塩酸の濃度は１２％（１.８÷

１５×１００）です。
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